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森トラスト株式会社 2011年度入社式 訓示 

 

 森トラスト株式会社では、本日（4月1日）午前11時より、本社(虎ノ門２丁目タワー) 

にて2011年度入社式を開催し、本日より社会人となる新入社員11名に向けて、訓示が 

行われました。ここにその内容（要約）をご紹介いたします。 

 

 まずは東日本大震災の被災者の方々に心からお見舞いを申し上げたい。当社も昨年8月に

オープンした仙台トラストシティという、東北のランドマークビルを抱え、震災を経験し

た。最新の制震構造を採用していたことで大きな人的・物的被害を受けず、結果的に日本

の高い耐震技術を立証する形となった。しかし、震災により、都市自体が抱える二次災害・

三次災害を想定したリスクマネジメントシステムの弱さ、効率を追及しすぎたビジネスモ

デルの持つ問題点も浮き彫りとなってきた。日本は高い技術力を持っているが、全体を統

合し構築するシステム作りは苦手である。しかし、この機を社会システム全体の再構築を

行う良い機会ととらえて取り組む必要がある。過去、日本は明治維新や第二次世界大戦の

敗戦の際は見事に再興を果たした。今回の震災も同様に歴史的な出来事であるが、悲観的

にならず前向きに、国を挙げて、社会システムを根本から見つめ直し、再興を果たせると

信じている。 

 こうした中で、会社としては、まずは事業の持続性・継続性を確保する事で都市基盤た

る街づくりを担うデベロッパーとしての責務を果たし、その上で、新たな社会に資するビ

ジネスモデルを考案・取り込みながら、社会と企業の発展を目指す必要がある。 

 現在、国も企業も悲観的になる材料は枚挙にいとまがないが、このような時こそ積極的

に、新しい時代の新しい感覚をもって考えていくことが不可欠である。 

 当社は、従業員の平均年齢が33歳と極めて若い会社である。明治維新で新たな時代を創

った志士達も皆若かったことを思い起こし、新たに入社された皆さんも、スタートから会

社の中核を担う意識で臨んでほしい。当社は都市に関わる多様な事業を展開している。多

様な専門性を持った同期が、これから部署に配属されれば、幅広い事業を多彩な切り口で

見られるチャンスがあるということだ。そうした恵まれた環境を活かし、同期と連携し、

自発的に意見を持ち、周囲に積極的に働きかけ、考えを深め、行動に繋げてほしい。当社

も、今だからこそ、森トラストだからこそ出来ることを、前向きに積極的に考えていく。

皆さんの活躍を期待している。 

                      ［森トラストグループ 代表 森 章］ 
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